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一茶の生涯
そして私の歩いて来た道

一茶の生涯
そして私の歩いて来た道

俳 人  

佐 藤  文 子 氏
昭和２０年三重県生まれ
北九州市にて育つ。京都女子大卒業・大阪市立大大学院中退
学生時代に俳人穴井太氏に出会い、俳句の道へ。結婚により松本に居住。女鳥羽句会発足後、信濃俳句会発足。
信濃俳句通信創刊。会員１０名から現在２００名。信越放送番組審議委員・松本市文化財審議委員・タウン情報「私の
半生」聞き書きなどを経て現在MGプレス俳句選者。
甲信地区現代俳句協会会長・（一社）松本芸術文化協会会長・シニア大学俳句講師

土

松本市総合社会福祉センター ４階大会議室

〒390-0833　松本市双葉4-16

［開会］

入場無料

［開場］13:30 13:00
2026.３/７定員　先着１００名

締切　２/２５（水）

【お申込み・お問合せ】
  松本市市民活動サポートセンター
  TEL /FAX : 0263-88-2988
  E-mail : kyoudou@city.matsumoto.lg.jp

開会13:30～
13:40～ウェルカムコーラス

（プラチナコーラス隊）
14:00～ 講演
15:30 閉会

主催：プラチナサポーターズ松本

プラチナ世代（歳月を重ねて輝くシニア世代）の生きがいと社会貢献活動への参加を促すた
めの支援事業を実施しています。今回は信濃俳句会主宰者として二十年にわたりご活躍され
ている佐藤文子さんをお招きして講演会を開催します。

　長野県信濃町に生まれた小林一茶は１５歳の時に江戸へ。２５歳で俳句に出会う。だんだん頭角
を現し２８歳で一人前の俳諧師になり、父親の病気のため３８歳で帰京する。父親が亡くなり再び
江戸へ。下町暮しが続き、俳人として力をつける一方で財産問題に悩み、弟と財産問題を交渉する
がうまく行かなかった。
　風説を経た小林一茶の生涯はどんなものだったか、佐藤なりの所説を語る。そして誰も知り合い
のゐない信州に縁あって嫁いできた佐藤は、風習の違う異郷の地でどのように暮らして来たか。信
州人と九州人の違いに惑わされながら生きて来た今日までを語る。

※FAXでのお申込みは、裏面の参加申込書を
ご使用ください。 共催：松本市社会福祉協議会 地域福祉課



(開場13：00) 

※このままお送りください。 

松本市市民活動サポートセンター宛 FAX：0263-88-2988 

ふ り が な 

お名前 

居 住 地 

連絡先 

 
〒390-0874 松本市大手3-8-13 松本市役所大手事務所２階 

TEL/FAX：0263-88-2988 
E-mail：kyoudou@city.matsumoto.lg.jp 

※ご記入いただいた個人情報は、講演会開催以外では使用いたしません。 

・該当に〇をしてください 

市内 ・ 市外 （ 市町村） 

※ 日中ご連絡がとれる連絡先をお願いします。（携帯電話でも可）

 ＴＥＬ：

ＦＡＸ： 

メールアドレス 

（ ） 

（ ） 

＠

【お申込・お問合わせ】 

日時 令和8年３月7日（土） 13：30～15：３0
会場 松本市総合社会福祉センター ４階大会議室
講師 佐藤 文子氏 （俳人）
演題 「一茶の生涯 そして私の歩いてきた道」 

松本市市民活動サポートセンター 担当：本木

プラチナサポーターズ松本主催 「プラチナ講演会」 
いつまでも輝くプラチナ人生！

締切：令和8年２月２5日（水） ※先着１００名 

参加申込書（ＦＡＸ） 


